
　９月 13日、「戦争法案」に反対する現職

議員 13人、元議員９人で「有志の会」を発

足させ、サンパール広場で宣伝行動を行いました。

　18日、法案が強行採決される情勢のもと

で抗議の宣伝を行いました。有志の会は元

議員が8人増え総勢30人になりました。

　日本共産党市議団は、これからも「有志

の会」と市民のみなさん

と共同して、戦争法の廃

止に向けて全力をあげます。
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請願・陳情に対する各会派の態度
　○：賛成　×：反対　ー：当該委員なし

藤沢市議会議員

味村耕太郎

議案・請願・陳情・意見書の要旨 共 か 公 松 自 さ 改 ア 市 維 委員会 結果

「安全保障関連 2 法案の廃案を国に求める意見書」意
見書提出についての陳情 ○ ○ × × × ー ー○ー×総 務 不了承

マイナンバー制度実施の中止または延期を求
める国への意見書提出を求める陳情 ○ × × × × ー ー○ー×総 務 不了承

藤沢市教育委員会７月定例会の審議経過について詳
細な説明を求める陳情 ○ ○ × × × × ーー○ー子 ど も 不了承

「新市庁舎建設工事」地域貢献の徹底についての請願 ○ × × × × ○ ×○××本 会 議 否　決

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書
（子ども文教での陳情書了承を受けて） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○本 会 議 可　決

障害児者・透析者を含む移動困難者に対する通院支
援についての陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ーーー厚 生 了　承

戦
争
法
廃
止
・
民
主

主
義
を
求
め
る
市
民

の
声
に
応
え
よ
！

藤 沢 市
９月市議会

2014年度決算審議

みどり・農地削減の大規模開発やめ、
豊かな財源は福祉・子育て・暮らしに！

「戦争法に反対し、廃案を求める
　藤沢市議会有志の会」を結成！

　

今
議
会
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
請
願
・
陳
情
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。「
戦
争
法
案
」
廃
案
や
継
続
を
求
め
る

陳
情
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
延
期
を
求
め
る
陳
情
、「
新

市
庁
舎
建
設
工
事
」
で
地
元
業
者
へ
の
仕
事
確
保
を
求
め

た
請
願
、
こ
れ
ら
は
全
て
否
決
さ
れ
（
下
表
参
照
）、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
声
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

認可保育園の建設は急務！

　２０１５年度の待機児童は１, ０７４人、し

かし、 ２０１５年度の整備計画は認可保育

園と地域保育園を合わせて５９６人増員で

しかありません。安心してあず

けられる認可保育園の待機者に

見合う建設が必要です。

藤沢市の非正規職員は３１．５％
藤沢市の職員は 4,936 人（ Ｈ 26 年
度）。その内、正規職員は３，３８３人で
６８．５％。 非常勤職員や臨時職員など
非正規職員は合計で３１．５％です。最近、
非正規職員は増加傾向にあり、
官制ワーキングプアを絶対に
つくらないことが求められます。

国民健康保険料は一人１万
円の引き下げを！
　藤沢市の国民健康保険料は平均で約
１１万円、所得の平均は一人９７万程度です。
高すぎる保険料を引き下げるために、一
般会計から法定外繰入金を増やすことと、
応能割５０％、応益割５０％
を６０％ ： ４０％に変更すべ
きです。

２
０
１
４
年
度
の
一

般
会
計
と
10
特
別
会

計
の
決
算
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
藤
沢

市
議
団
は
、
決
算
の

討
論
で
鈴
木
恒
夫
市

政
の
「
住
民
が
主
人
公
の
市
政
を
つ
く
る
方
向
が

揺
ら
い
で
き
た
年
で
あ
っ
た
」
と
批
判
し
、
９
分

野
に
わ
た
っ
て
具
体
的
に
問
題
点
を
指
摘
し
、
市

民
の
切
実
な
要
求
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

第
①
は
憲
法
を
守
る
市
政
を
②
子
ど
も
子
育
て

教
育
環
境
の
充
実
を
③
市
民
の
声
を
聞
い
て
民
主

的
な
市
政
運
営
を
④
福
祉
や
暮
ら
し
の
充
実
を
⑤

地
域
経
済
振
興
策
の
拡
充
を
⑥
地
震
・
津
波
・
防

災
対
策
の
充
実
を
⑦
原
発
ゼ
ロ
を
宣
言
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
⑧
自
然
を
破
壊
し
、
農
地

を
削
減
す
る
大
型
開
発
は
や
め
る
こ
と
に
つ
い
て

を
主
張
し
、
第
⑨
に
豊
か
な
藤
沢
市
の
財
政
（
自

主
財
源
比
率
で
全
国
７
９
０
市
中
17
位
、
平
成
25

年
度
）
を
大
型
開
発
や
不
要
不
急
の
道
路
建
設
に

使
う
の
で
は
な
く
福
祉
・
子
育
て
・
暮
ら
し
優
先

に
使
う
よ
う
に
求
め
て
、
一
般
会
計
に
反
対
し
ま

し
た
。

生活保護基準引き下げは許せない

　憲法２５条に基づく最低限の生活保護基準を国

が引き下げました。住宅扶助費も７月から５千円

（ 一人世帯） も引き下げられました。　基準以上

になった保護世帯に一律に転居を求めることの

ないよう、受給者とよく話し合っ

て決めるべきと主張しました。
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家賃補助制度の創設と性的マイノリ
ティ（LGBT）の権利保障を

　　　　　市議会議員　味村耕太郎

教育行政・教科書採択について

　　　　市議会議員　土屋俊則

○市内小企業者優先の対策を！
○水害対策急ぎ大型開発中止を！
　　　　市議会議員　柳沢潤次

横浜藤沢線反対と
子どもの喘息について　

　　　　　　市議会議員　山内幹郎

育
鵬
社
版
教
科
書
採
択
の
や
り
直
し
と

教
育
委
員
の
説
明
責
任
を
求
め
る（
土
屋
議
員
）

　
　
四
人
の
一
般
質
問
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

その他
　議会審議より

なんと！
教育委員長が辞任
　育鵬社の中学校教科書を強

引に採択した関野真一郎教育委

員長が息子を居住実態のない

茅ヶ崎市の中学に越境通学させ

ていたことが市議会で発覚。関

野教育委員長は事実を認め辞

任しました。

　教育委員は４年間の任期で、

市長が任命すること

になっています。鈴

木市長の任命責任が

問われます。

藤沢市の図書館は古
本の購入はない？
　武雄市や海老名市の図書館

は指定管理者として「ツタヤ」

が管理運営しています。　これ

らの市で、中古本を購入したり、

不適切な内容の本が購入され

ていたことが報じられています。

質問に対し、藤沢市は「 古本

はない」との答弁。しかし、市

内の４図書館と１１図書室のうち、

辻堂と大庭の図書館は指定管理

者制度を導入しＮＰＯ法人が運

営しており、やめるべきと主張

しました。

家
賃
補
助
制
度
の
問
題
で
は
高
齢

化
・
低
所
得
化
に
よ
っ
て
家
賃

負
担
に
苦
し
ん
で
い
る
UR
賃
貸
住

宅
の
居
住
者
の
実
態
を
取
り
上
げ
、

家
賃
補
助
制
度
の
導
入
で
安
心
し

て
住
み
続
け
た
い
と
願
う
地
域
住
民
の
声
に
応
え

る
べ
き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。「
住
ま
い
の
問
題
」
は

若
者
の
住
宅
問
題
な
ど
論
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、「
居
住
の
権
利
」
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
権
利
保
障
の
問
題
で
は
渋
谷
区
や
世
田
谷

区
な
ど
の
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
制
定
の

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
藤
沢
で
も
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
た
ち
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
解
消
さ
せ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　

７
月
２
９
日
の
教
育
委
員
会
で
、
問

題
の
育
鵬
社
の
歴
史
・
公
民
の
教
科
書

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
対

す
る
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

現
場
の
教
師
は
こ
の
教
科
書
に
対
す
る

評
価
が
低
い
こ
と
。
ま
た
保
護
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
の
大
勢
は
、
現
場
の
教
師
の
意
見
を
優
先
さ
せ
る

べ
き
と
い
う
こ
と
を
紹
介
。
そ
し
て
、
平
成
28
年
度
使

用
藤
沢
市
教
科
用
図
書
の
採
択
方
針
に
は
、「
国
、
県
、

市
の
資
料
等
を
踏
ま
え
」「
綿
密
な
調
査
研
究
」
と
あ
り

ま
す
。
し
か
し
教
育
委
員
会
７
月
定
例
会
で
の
教
科
書

採
択
の
議
論
の
内
容
は
、
と
て
も
「
国
、
県
、
市
の
資

料
等
を
踏
ま
え
」「
綿
密
な
調
査
研
究
」
を
し
た
と
は
言

え
な
い
と
具
体
的
な
箇
所
を
あ
げ
て
追
及
し
、
採
択
の

や
り
直
し
と
教
育
委
員
の
説
明
責
任
を
求
め
ま
し
た
。

　

60
年
前
の
こ
の
道
路
計
画
が

戦
時
中
の
臨
時
措
置
法
及
び
天

皇
に
よ
る
勅
令
に
よ
り
決
定
さ

れ
た
こ
と
を
指
摘
。
渋
滞
問
題
、

環
境
と
健
康
影
響
、
歴
史
と
風

土
を
壊
す
こ
と
、
交
通
と
街
づ
く
り
に
つ
い

て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
大
気
汚
染
と
喘
息
」
で
は
、
嵯
峨
井
勝

教
授
の
「
大
気
汚
染
は
改
善
し
た
の
に
喘
息

が
増
え
て
い
る
の
は
お
か
し
い
論
」
に
基
づ

き
、
御
所
見
・
湘
南
台
地
域
の
喘
息
有
症
率

が
高
い
こ
と
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
つ
い
て

は
大
粒
子
SPM
中
心
の
測
定
か
ら
、
最
近
微
小

粒
子
Ｐ
Ｍ
2.5
測
定
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す

が
、
今
は
超
微
小
粒
子
UFP
の
健
康
被
害
が
問

題
で
あ
る
こ
と
を
警
告
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
規
模
事
業
者
（
従

業
員
５
人
以
下
）
は
厳
し
い

営
業
状
況
の
下
で
、
健
康
と

暮
ら
し
は
限
界
の
と
こ
ろ
ま

で
き
て
い
ま
す
。「
小
規
模
企

業
振
興
法
」
に
沿
っ
て
、
小
規
模
事
業
者
に
焦
点

を
あ
て
た
対
策
を
求
め
ま
し
た
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
拡
充
、「
買
い
物
難
民
」
へ
の
対

応
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

次
に
蓼
川
、
一
色
川
、
小
出
川
の
水
害
対
策
を

取
り
上
げ
、
雨
水
の
整
備
計
画
を
50
㍉
か
ら
最
低

で
も
70
㍉
対
応
に
引
き
上
げ
る
べ
き
と
主
張
。
ま

た
、
源
流
域
に
あ
た
る
遠
藤
・
葛
原
地
域
の
「
新

産
業
の
森
」
な
ど
の
大
型
開
発
事
業
は
水
害
の
増

大
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
中
止
を
求
め
ま
し
た
。


